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第 65 回電子情報化委員会 議事録 

 

日時：2015 年 5 月 22 日（金）15:30～17:40 

場所：JCI 11F 会議室 

出席者：甲斐委員長，八十島幹事，三木，浅本，坂下，中村，藤本，吉岡，荒金，大窪，大塚， 

小川，衣笠，檀，早川，片野，西岡，渡邊，土屋，各委員，（事務局）戸口 

資料 

65-0：電子情報化委員会（第 65 回）議事次第 

65-1：第 64 回電子情報化委員会議事録（案） 

65-2：情報コミュニケーション委員会名簿（案） 

65-3：会員専用ページの利用者数 

65-4：JCI ホームページのデザインとバナー 

65-5-1：情報コミュニケーション委員会の作業スケジュール（案） 

65-5-2：会誌人気記事・月刊コンクリート技術 6 月号 

65-5-3：【現場紹介】アフリカの建設施工現場（8 月号） 

65-5-4：ダム見学のすすめ（10 月号案） 

65-5-5：「混和材を大量使用したコンクリートのアジア地域における有効利用に関する研究委員会」 

の活動紹介（10 月号案） 

65-6：会員専用ページ向け HP について（8 月号） 

65-7：情報コミュニケーション委員会の活動計画（案） 

65-8：JCI トップページの「JCI からのお知らせ」について 

 

議事記録 

1. 前回委員会議事録（案）の確認【八十島幹事，資料 65-1】 

第 64 回議事録（案）が了承された。 

 

2. 登録者・利用者数について【八十島幹事，資料 65-3】 

・ メールニュース登録者数は 9079 名であった。 

・ 会員専用ページ利用者数は 3,539 名，累計利用率は 49.8%であった。 

 

3. 情報コミュニケーション委員会の名簿について 

・ 委員名簿を確認した。修正がある場合は，事務局（岡田さん）に連絡する。 

 

4. 50 周年記念事業関連 

・ 7 月 12 日からトップページのメイン画像を資料 65-4 の上から 3 番目のデザインに変更し，

画像にリンクを貼る。リンク先は，記念誌 HP（http://www.jci-net.or.jp/50th_site/index.html）と

する。 

・ 50 周年記念写真集のバナーはトップページの右側（上から 2 番目）に置き，バナーには「JCI

創立 50 周年記念写真集 くらしのなかのコンクリート」というフレーズを入れ，デザインイ



 2

メージは 50 周年記念事業実行委員会で検討してもらう。なお，50 周年記念事業終了後は，

情報コミュニケーション委員会で写真集 HP を引き継ぐ予定である。 

・ 50 周年記念写真集 HP のスケジュールは，6 月 18 日までに記念出版および写真投稿が閲覧・

投稿できるようにし，7 月 12 日に一般公開する。 

 

5. 情報コミュニケーションの活動 

月刊コンクリート技術の原稿案および構想案を議論し，定期更新スケジュールを確認した。 

5.1 月刊コンクリート技術のバナーデザイン【資料 65-4】 

・ バナーデザインについて検討し，バナーのフォントは会誌と同様にし，背景は「教えて！コ

ンクリートブック」よりも目立つように明るい色（オレンジ色など）とする。 

5.2 H27 年 6 月号【主担当：藤本委員，西岡委員，資料 65-5-2】 

・ 学会誌人気記事 TOP5 および 6 月号の記事を確認した。Web 業者に依頼済みであるが，HP

のゲラはまだできていない。 

・ 記事の分野および内容をわかりやすくするために，読者の注意を引きやすい主題を設けるべ

きである。 

・ 6 月号の担当者は業者からのページ案に修正を追加し，最終版のページをメールで送付する。 

・ 公開スケジュールとしては，6 月 10 日の総会までに月刊コンクリート技術を掲載する予定で

ある。 

5.3 H27 年 8 月号【主担当：荒金委員，資料 65-5-3】 

・ ページの構成（写真の配置，リンクの活用）を工夫し，読者に対して見やすいようにする。

例えば，施工現場の状況・場所がわかる写真と要約をはじめに紹介し，施工工程とコンクリ

ート事情を章立てにし，あまりスクロールさせないようにすると見やすいと思われる。 

・ 自社・当社などの言葉は，施工会社，建設会社，ゼネコン，工務店などとしたほうがよい。 

・ 主題は，読者に理解しやすく受けそうなフレーズとし，「アフリカのコンテナヤード建設現場

とコンクリート事情」とする。 

5.4 H27 年 10 月号（1）【主担当：大塚委員，資料 65-5-4】 

・ ダムだけの紹介ではなく，見学会の紹介，電力発電との関連，使用された材料の説明などの

話題をメインにしたほうがよい。ダムの施工・材料についての技術的情報として，過去の会

誌コンクリート工学も活用してもよいだろう。 

5.5 H27 年 10 月号（2）【主担当：土屋委員，資料 65-5-5】 

・ 10 月 15 日の報告会広告を考慮して，月刊コンクリート技術の 9 月号として掲載する。 

・ 月刊コンクリート技術に掲載する内容は，専門家以外の読者にもわかるような文章とし，委

員会の活動概要と数枚の写真，報告会日程を掲載する。委員会活動の詳しい説明と写真は，

会員専用ページで公開する。 

 

6. 会員専用ページ【吉岡委員，資料 65-6】 

・ 会員専用ページに，コンクリート基本技術調査委員会の不具合補修 WG 報告書（第三編の一

部）を 8 月号として掲載することが了承された。 

・ 今後の公開スケジュールは，4 ヶ月に 1 回程度とし，1～2 年かけて報告書を網羅する予定で
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あり，次回は「2.充てん不良」「6.コールドジョイント」を掲載する。 

 

7. 研究委員会報告書のアーカイブ化について【衣笠委員】 

・ 過去の研究委員会報告書 pdf の公開は，会員専用ページで掲載をスタートし，公開数年後に

一般向けとして公開する方針とする。4～5 年で過去の報告書をすべて公開する予定である。 

・ 最近の委員会報告書の公開については，広報普及委員会などで詳細な方法および日程を議論

し決定してもらうべきである。なお，方法としては，論文集や会誌と同じような手順が考え

られる。 

・ 著作権の問題が考えられるため，その対応方法について検討しておくべきである。 

 

8. 情報コミュニケーション委員会の活動計画について【八十島幹事，資料 65-7】 

・ 情報コミュニケーション委員会の主な活動について確認した。 

・ 会員専用ページに掲載する専門家向けコンテンツの名称については，「増刊コンクリート技

術」とする。 

・ 研究委員会の報告会やシンポジウムの日程・内容が決定している場合などは，月刊コンクリ

ート技術の奇数月に広告的な記事を掲載し，専門的な技術内容は増刊コンクリート技術に掲

載するようにする。 

 

9. メールニュース担当 

・ メールニュースについて，6 月：宮島委員，7 月：西岡委員，8 月：大窪委員，9 月：荒金委

員が担当することが了承された。 

 

10. トップページの「JCI からのお知らせ」について 

・ すべての会員および一般向けに知らせるコンテンツやイベントがある場合は，JCI 支部から

の依頼でもトップページの「JCI からのお知らせ」に掲載するようにする。 

 

11. その他 

・ ホームページの英語版を充実させることが課題である。 

 

12. 第 1 回情報コミュニケーション委員会の日程 

2015 年 7 月 27 日（月）13:00～15:00 で開催予定。 

 


